
３ヶ年の活動総括（案）について 

1. 懇談会の活動経緯について 

1.1 懇談会の目的 

● 矢作川流域圏に関係する各組織のネットワーク化を図る 

● 流域圏一体化の取り組み及び矢作川の河川整備に関わる情報共有・意見交換を図る 

 

1.2 懇談会の運営方針 

● 懇談会は、３年１サイクルで総括を行いながら運営 

● 当初３ヶ年では「組織化と情報共有・一元化」を重視 

● 次のサイクルからは「課題解決に向けて取り組み実行（実証）」へシフト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.3 これまでの懇談会の活動成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■懇談会の役割イメージ 

平成 22 年度 

平成 23 年度 

平成 24 年度 

①矢作川流域圏における課題の整理により、参加者の情報共有が進展 

②水をキーワードに、民・産・学・官が同じテーブルに着く組織が設立され、継続化 

③市民自らの提案により、自主的な活動（ワーキング）の提案も提起 

④ホームページやメーリングリストによる情報発信・共有の開始 

①お互いの立場の違いを認識した上での、矢作川流域圏全体の問題点・課題の共有 

②山・川・海でまず検討したい（大きな）課題を抽出・整理と解決に向けた手法の検討 

①具体的な解決策の検討や課題解決に向けた行動につなげ、当初３ヶ年の総括の実施 

（流域連携による検討のしくみをつくる） 

９
年
後
以
降
も
継
続
的
に
実
施 



1.4 懇談会の活動内容 

(1) 平成 22 年度の活動内容 

 

 

 

● 設立総会開催（8/28）後、地域部会（１回）、市民会議（２回）開催 

● 勉強会として、山・川に関する座学を各１回開催 

 

(2) 平成 23 年度の活動内容 

 

 

 

① 「市民企画会議（ＷＧ）」の新設により、市民主導の運営にシフト 

② 「勉強会」を流域連携につながるフィールドワークの場として活用 

③ 「市民会議」は市民企画会議・勉強会の活動成果を積極的に活用 

④ 「地域部会」にて課題の解決手法と検討体制を明確化 

 

 

● 平成 22 年度後から引き続き、市民会議、地域部会を各１回開催 

● 勉強会については、フィールドワークの場として３回・座学を１回開催 

● 市民主導の「市民企画会議（ＷＧ）（５回）」「意見交換ＷＧ（14回）」 

を開催 

● 地域部会を山・川・海部会で各１回開催（合同＋個別議論） 

 

(3) 平成 24 年度の活動内容 

 

 

 

① 部会別に個別のワーキング新設し、官民連携を強化 

② 市民会議、市民企画会議、勉強会は、継続的に実施 

③ ３年１サイクルの最終年として、全体会議でこれまでの成果を総括 

 

 

● 部会別ＷＧは、山（８回）、川（８回）、海（６回）の計 24回開催 

● 市民会議（１回）、市民企画会議（４回）、勉強会（３回）をそれぞれ開催 

● 全体会議は年２回開催 

 

事務局主導による懇談会の組織づくりを重視 

市民主導の運営により、現地を見ながら課題と解決手法を模索 

（活動内容） 

（運営方針） 

（活動内容） 

部会別ワーキングにより、解決手法の具体化と流域連携のあり方を検討 

（運営方針） 

（活動内容） 



  

 

  

23
年
度 

  

22
年
度 

• 市民提案内容について 

• 市民提案内容について 

• 関係漁協（西三支部各組合長） 

• ：各会議の検討（実施）内容 

全体会議 地域部会 市民会議・ＷＧ 勉強会 

• 「山・川・海」を知る 2 日ツアー 

• 「山」の現状を知る見学会 

（森の健康診断など） 

• 「海」の現状を知る見学会 

（一色干潟など） 

• 会議のあり方・組織運営の検討 

• 第 4 回、5 回勉強会について 

• 山地域の活動状況報告について 

• 全体スケジュールについて 

• 第 5 回勉強会について 

• 山川海地域の活動状況報告について 

• 今後の会議運営について 

• 第５回勉強会の振り返り 

• 山・川・海地域の今後の進め方 

• 市民会議の運営方針 

• 山・川・海における課題の検討方針の確認 

• 市民会議の運営方針 

• 課題の検討方針（1） 

• 課題の検討方針（1） 

第 5 回勉強会（9/23～9/24） 

第 4 回勉強会（8/27） 

第 3 回勉強会（7/2） 

第 1 回市民企画会議（5/20） 

第 2 回市民企画会議（7/2） 

第 3 回市民企画会議（8/27） 

第 4 回市民企画会議（9/28） 

第 5 回市民企画会議（11/14） 

山の意見交換 WG（6/20） 

海の意見交換 WG（9/12） 

川の意見交換 WG（7/2） 

• 課題の検討方針（2） 

川の意見交換 WG（8/12） 

• 課題の検討方針（1） 

同日開催 

２～３月 

12～１月 

10～11 月 

８～９月 設立総会（8/28） 

市民会議の暫定座長による WG（10/6） 

学識者 WG（10/22） 

第 1 回市民会議（11/6） 

第 1 回勉強会（12/17） 

第 2 回勉強会（3/4） 

第 1 回地域部会（1/26） 

第 2 回市民会議（3/13） 

同日開催 

• 課題の検討方針（2） 

山の意見交換 WG（7/7） 

• これまでの成果と今後のスケジュール 

全体座長説明（6/3） 

• 第 4 回、5 回勉強会について 

• 第 3 回企画会議の議題について 

第 3 回市民企画会議準備会（8/1） 

• 課題と解決手法について（1） 

山の意見交換 WG（8/26） 

海の意見交換 WG（10/12） 

• 課題の検討方針（2） 

• 山・川・海の課題と解決手法の検討 

第 3 回市民会議（11/26） 

• 山・川・海の検討方針の確認 

全体座長説明（10/7） 

• 山・川・海の課題と解決手法の検討 

第 2 回地域部会（2/23） 

• 今後の河川事業を学ぶ会 

（国・県からの情報提供） 

• これまでの成果と今後の方向性 

懇談会メンバーへの情報発信 

川の意見交換 WG(10/14) 

• 課題の検討方針（３） 

山の意見交換 WG（10/19） 

• 課題と解決手法について（2） 

山の意見交換 WG（12/12） 

川の意見交換 WG（12/14） 

海の意見交換 WG（12/15） 

４～５月 

６～７月 

８～９月 

10～11月 

12～１月 

２～３月 

• これまでの経緯と地域部会の進め方 

• 市民提案の紹介 

行政 WG（2/6） 

H
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、
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• 現地見学と課題確認 

川の現地見学 WG（1/9） 

• 市民提案の確認 

第 6 回勉強会（12/12） 

市民役員 WG（2/10） 

• 市民提案の確認 

海の意見交換 WG（2/16） 

• 第２回地域部会について 

全体座長説明(2/9) 



  

 

21 世紀奈佐の浜 PJ 委員会（ゴミ） 

 

23
年
度 

 

24
年
度 (

 
1
.
2
2

現
在 )

 

• ：各会議の検討（実施）内容 

全体会議 地域部会 市民会議 勉強会 

第 8 回市民企画会議（7/22） 

第 10 回市民企画会議（11/7 夜） 

５月 

８月 

４月 

第 7 回勉強会（7/22） 

同日開催 

６月 

７月 

９月 

１０月 

２月 

１１月 

１２月 

１月 

第 2 回全体会議（2/18 13:-15 豊田市商工会議所） 

山部会別 WG（豊田）（7/7） 

第 7 回市民企画会議（5/25） 

第 9 回市民企画会議（9/10） 

山の部会別 WG（豊田）（1/11・12） 

３月 

取り組み方針の確認 

山の部会別WG（根羽･平谷）（8/24･25） 

第 3 回海の地域部会（10/23 西尾市役所 15-17） 

3 ヶ年の総括 

Ｈ25 年度以降 3 ヶ年の運営方針の調整 

Ｈ24 年度の取り組み方針の調整 

海の部会別 WG（4/21） 

ヨシ植え（干潟・ヨシ原再生） 

山の部会別 WG（根羽）（4/28） 

根羽村森林組合 

山の部会別 WG（岡崎）（5/19） 

山の部会別 WG（恵那）（6/16） 

（川）家下川モデル第1回WG（5/18） 

現地視察＋活動方針の確認 

（川）本川モデル第 1 回 WG（6/23） 

（川）家下川モデル第2回WG（7/15） 

海の部会別 WG（8/12） 

水辺アクセス調査 

（川）本川モデル第 2 回 WG（8/23） 

海の部会別 WG（9/8） 

（川）本川モデル第 3 回 WG（9/21） 

第１回全体会議（8/3） 

地域部会役員調整会議・市民企画会議合同会議（1/22 10-12） 

（座学）土砂管理（第 1 回） 

現地視察＋活動方針の確認 

対策手法の検討または実証 

対策手法の検討または実証 

AM 現地 PM 対策手法の検討 

山の部会別 WG（岡崎）（10/26・27） 

（川）地先の課題バスツアー（12/14） 

1 日間バスツアー（現地調査）東岡崎駅集合 

岡崎森林組合 

恵南森林組合 

対策手法の検討または実証 

（川）家下川モデル第 3 回WG（10/26 末野原公民館 13-17） 

山の部会別 WG（準備）（5/9） 

山の部会別 WG（準備）（6/7） 

市民会議海部会（6/9） 

奈佐の浜海岸清掃へ参加 

（井上海部会長） 

第 6 回市民企画会議（3/15） 

海の部会別 WG（準備会）（7/5） 

今年度の運営方針の確認 

凡例   終了 

   開催決定 

   調整中 

海の部会別 WG 現地調査（7/7） 

三河湾環境再プロ「海の観察会」参加 

（座学）土砂管理（第 2 回） 

第 8 回勉強会（8/6） 

豊田職員会館 18-20 

*「三河湾の課題と対策」について 

＊夜の流域圏全体懇親会を実施する 18:00～豊田市内 

・豊田市職員会館 3 階第１部室 18:30
～20:30 

第 4 回市民会議（12/12 18～20 時） 

・豊田市福祉センター 

・Ｈ24 年度取り組み総括と来年度方針 

全体座長事前調整（7/5） 

海の部会調整 WG（10/2 青木座長、井上部会長） 

＊夜の懇親会を実施(西尾駅周辺) 

※10/26 18:00 くらがり渓谷キャンプ場 

(川）本川モデル・家下川WG（11/2 末野原公民館 13-17） 

 

第 3 回山の地域部会（11/16 14-17） 

海の部会別 WG（11/5 西尾市役所 5 階 14-17） 

第 9 回勉強会西尾市文化会館 12/11 13-15） 海の部会別 WG（12/11 西尾市文化会館 15-17） 

開催場所：名城大学「名駅サテライト」 

第 3 回川の地域部会（12/7 豊田市産業文化センター15～17） 

※森の健康診断報告会上矢作 11/17  10-12  

上矢作農業集落センター（泊：こしざわコテージ） 

山の部会別 WG（恵那）（11/16 夜・/17 13-17）

  

WG・泊：共に豊田「あすけ里山ユースホステル」 

H
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2. 山部会の活動総括 
2.1 山部会の検討テーマ 

山部会で検討してきたテーマ（課題）と解決手法は、以下に示すとおりである。そのうち、網

掛けした手法を抽出し、具体的な検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 これまでの検討の流れ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事務局が用意した矢作川流域圏の課題を踏まえ、今後検討したい課題を検討 

第１回地域部会（H23.1.24開催） 

○ 第 1回地域部会結果をベースに市民有志が集まり、課題の再整理・検討（年 5回） 

○ 「矢作川の恵みで生きる」を出発点に、山の課題を「人と地域の問題」「森の問題」

の２つに絞り、市民提案 

○ 提案にあたっては、時代背景や未来像、課題解決手法も提示 

意見交換ＷＧなどによる議論（H23.6～12開催） 

○ 山の課題として、「人と地域の問題」「森の問題」の２つに絞り、前者は「山村再生

担い手づくり事例集」、後者は「矢作川流域圏森づくり・木づかいガイドライン」等

を策定することで合意 

第２回地域部会（H24.2.23開催） 

平成 24 年度より、提案を実行に移すための組織として「山部会ＷＧ」を組織化 

○ 1回／月ペースで「根羽・平谷」「岡崎」「恵那」「豊田」の 4つの地区を回りながら、

山村再生や森づくり・木づかいに関する現地見学、キーパーソンとの意見交換を実施 

山部会ＷＧによる議論（H24.4～10開催） 

＜テーマ（課題）＞ ＜解決手法＞ 

山村再生担い手づくり事例集の作成 

矢作川流域山村ミーティングの開催 

矢作川流域圏森づくりガイドラインの策定 

矢作川流域圏木づかいガイドラインの策定 

テーマ１： 

人と地域の問題 

テーマ２： 

森の問題 

市民有志より市民主導の運営提案 

○ ３ヶ年の活動成果としての事例集、ガイドラインの作成方針の検討 

○ 次年度以降の運営方針の検討・とりまとめ 

第３回地域部会・第７回山部会ＷＧ（H24.11.16～17開催）  

○ ３ヶ年の活動成果となる具体的な提案内容の検討・とりまとめ 

第８回山部会ＷＧ（H25.1.11～12開催） 

市
民
主
導
へ
移
行 

事務局 

主導 

市
民
＋
行
政
＋
森
林
組
合
＋
学
識
者
の
連
携
へ 

流域フェアートレードの推進 

モデル林の設定とモニタリング 



 

2.3 活動内容 

2.1 で示した検討テーマについて、具体的な検討を開始した平成 24年度の活動内容を、以下に

整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「根羽・平谷」「岡崎」「恵那」「豊田」の４つの地区を回りながら、各地区２回、計８回

ＷＧを開催 

○ １巡目（第１～４回）は、現地見学やキーパーソンとの意見交換により、それぞれの地域

の実情や山村再生、森づくり、木づかいに関する取組みを把握 

○ ２巡目（第５～８回）は、解決手法に関する検討体制や方針、具体的な内容を検討 

１巡目 

 

第１回 

 

第４回 

～ 

山村再生担い手づくり事例集 森づくりガイドライン 木づかいガイドライン 

• 事例集に掲載する４地

区の取組みやキーパー

ソンの把握 

• 第４回ＷＧの中で、若

者ミーティングの開催

提案 

• 現地にて、林業地や作

業道、林業機械などを

見学 

• ４地区の林業の現状と

取組み、課題について

情報共有 

• 根羽森林組合から森づ

くりへの提案 

• 現地にてモデル住宅や

製材所などを見学 

• 各地区に木づかいにつ

いても情報共有 

• 根羽森林組合から木づ

かいへの提案 

２巡目 

 

第５回 

 

第８回 

～ 

【第５回ＷＧ】検討体制の検討 

• 事例集、ガイドラインの中心となる検討メンバーの決定 

【第６回、７回ＷＧ】作成方針の検討 

• 事例集、ガイドラインの作成方針（案）の提示と意見交換 

• 若者ミーティングの地区別窓口調整⇒12月 13日開催 

【第８回ＷＧ】活動成果のとりまとめ 

• 事例集骨子の作成 

• 地区担当者の決定 

• ガイドライン骨子の

作成 

（検討メンバー呼び

かけ用） 

• 作成方針を踏まえ、ま

ず検討すべき内容の

抽出 

• 各県の木づかいの取

組みの把握 

第２回全体会議にて報告 

【第１～４回ＷＧ】情報共有・取り組み把握 



 

 川部会の活動総括 

2.4 川部会の検討テーマ 

川部会の各モデルで検討してきた課題と解決手法は、以下に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

2.5 これまでの検討の流れ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 1 回／月ペースで「本川モデル」「家下川モデル」「地先の課題モデル」の 3 モデル

地区を設定し、地区毎にワーキングを立ち上げ、検討を実施 

川部会ＷＧによる議論（H24.5～12開催） 

＜テーマ＞ ＜解決手法＞ 

テーマ１： 

魚の棲みやすい川 

づくり（上下流問題） 

テーマ２：地先の課題 

市民有志より市民主導の運営提案 

○ ３ヶ年の活動成果としての各モデルの課題と解決の方向性のとりまとめ 

○ 次年度以降の運営方針の検討 

第３回地域部会（H24.12.7 開催） 

○ 本川モデル、家下川モデルの「課題と解決の方向性」の検討 

第６～７回川部会ＷＧ（H24.11.2開催） 

市
民
主
導
へ
移
行 

事務局 

主導 

市
民
＋
行
政
＋
関
係
団
体
＋
学
識
者
の
連
携
へ 

○ 事務局が用意した矢作川流域圏の課題を踏まえ、今後検討したい課題を検討 

第１回地域部会（H23.1.24開催） 

○ 河川管理者の短期整備計画（概ね 5～6年）のメニューとも連動した課題を「まずや

ってみよう課題」として設定 

○ 流域全体の課題として「魚の棲みやすい川づくりをテーマにした上下流問題」、地先

の課題として「河川空間の利用・保全のあり方」の２つに絞り、市民提案 

意見交換ＷＧなどによる議論 

「上下流問題」と「地先の課題」については、モデル地区を設定し、現地を調査しなが

ら、できるところから取組みを行い、課題の解決手法を検討していくことで合意。 

第２回地域部会（H24.2.23開催） 

平成 24 年度より、提案を実行に移すため「川部会ＷＧ」を組織化 

本川モデル：課題と解決の方向性（案）の作成・更新、個別課題の取り組み 

 
家下川モデル：課題と解決の方向性（案）の作成・更新、個別課題の取り組み 

 
地先モデル：（仮）専門家リストの作成、個別課題の取り組み 



 

2.6 活動内容 

3.1 で示した検討テーマについて、具体的な検討を開始した平成 24年度の活動内容を、以下に

整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「本川モデル」「家下川モデル」「地先モデル」の３モデルで計８回ＷＧを開催。 

○ 「本川モデル」「家下川モデル」では、「魚の棲みやすい川づくりをテーマにした上下流問

題」を扱うこととし、各ＷＧで、各団体の情報提供や現地調査による情報共有と課題と解

決の方向性を検討してきた。 

○ 「地先モデル」では、「河川空間の利用・保全のあり方として地先の課題」を扱うことと

し、個別課題の情報共有や解決の方向性を検討してきた。 

 

 

第１回 

 

第５回 

～ 

本川モデル 家下川（支川）モデル 地先モデル 

• 本川モデル対象区間の

現状と課題について情

報共有 

• 現地にて、河床の状況

（アーマーコート化）

や瀬淵の状況を見学 

• 課題解決の方向性につ

いて意見交換 

• 現地にて、柳川瀬公園

付近や越冬マス、水田

魚道設置箇所等を見学 

• 活動団体の活動状況

や、平常時、洪水時の

水の流れ、地下水など

について情報共有 

• 課題解決の方向性につ

いて意見交換 

[本川・家下川モデルの中

で、適宜検討を実施] 

• 矢作川本川の河道掘削

事業におけるワーキン

ググループの取り組み

について情報共有 

• 活動団体間のネットワ

ークについて意見交換 

 

 

第６回 

 

第７回 

～ 

【第６～７回ＷＧ】情報共有・意見の洗出し 

【第８回ＷＧ】情報共有

と解決の方向性検討 

• 個別課題の情報共有 

• （仮）専門家リスト

の提案 

第２回全体会議にて報告 

【第１～５回ＷＧ】情報共有・取り組み把握 

 

第８回 

• 「課題と解決の方向性（案）」たたき台の検討 

• グループワークによる意見交換 

【第３回川の地域部会】各モデルのとりまとめと次年度以降の運営方針 

 • 各モデルの課題と解決の方向性のとりまとめ 

• 次年度以降の運営方針の検討 

 

 

地域 

部会 • 地先モデル訪問箇所

の意見交換・確認 

 



 

海部会の活動総括 

2.7 海部会の検討テーマ 

海部会で検討してきた目標とそれを支えるテーマ（課題）、解決手法は、以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8 これまでの検討の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜テーマ＞ ＜解決手法＞ 

被害軽減：干潟・水辺のゴミ、流木対策検討に向けた調査 

理想追求：市民、学識等の様ざまな調査より学習・分析 

人づくり：心理面や物理的障害の発見、活動マッチング支援 

自然再生：川と海の連携による干潟再生 

ごみ・流木の問題 

（目標） 流域圏でつくる「親しみやすい豊かな海」の実現 

豊かな海の姿の検討 

海と人の絆再生 

干潟・ヨシ原再生 

○ 事務局が用意した矢作川流域圏の課題を踏まえ、今後検討したい課題を検討 

第１回地域部会（H23.1.24開催） 

○ 「海」の勉強会の開催により、「干潟の問題」など流域圏が一体となった取り組みの

必要性について共通認識を図った。 

○ 海地域は、「豊かな海づくり」を目指す以前に、市民の干潟や海の問題への関心の低

さや活動者の少なさも問題としてあった。 

勉強会などによる現状把握 

○ 海地域では、干潟再生等の問題を中心に、それを様ざまな角度から後押しする課題

として４つの切り口の課題を設定するとともに並行して市民意識の向上を図り仲間

づくりを行うことを確認。 

○ また、海地域の活動においては切り離せない海の民（漁協）や行政と協力しあいな

がら各課題の取り組みを進めていくことを合意した。 

第２回地域部会（H24.2.23開催） 

平成 24年度より、提案を実行に移すための組織として「海部会ＷＧ」を組織化 

市民有志より市民主導の運営提案 

市
民
主
導
へ
移
行 

事務局 

主導 

市
民
＋
行
政
＋
漁
業
組
合
＋
学
識
者
等
の
連
携
へ 

○ ４つの課題に関する関連する取り組み事例の調査や主に個別の活動から、関係者を

徐々に巻き込みながら議論できる状況となった。 

海部会ＷＧによる議論（H24.4～10開催） 

○ ３ヶ年の活動成果と次年度以降の運営方針の検討 

第３回地域部会（H24.10.23開催） 

○ ３ヶ年の活動成果と次年度以降の運営方針のとりまとめ 

第６,７回海部会ＷＧ（H24.11，12開催） 



 

2.9 活動内容 

4.1 で示した検討テーマについて、具体的な検討を開始した平成 24年度の活動内容を、以下に

整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＷＧ 実施日 実施内容 

取り組み課題 

ご
み
・
流
木 

（
生
き
物
調
査
） 

豊
か
な
海
の
検
討 

 

（
ア
ク
セ
ス
改
善
） 

海
と
人
の
絆
再
生 

 

干
潟
・
ヨ
シ
原
再
生 

第１回 ４月２１日 ヨシ植え参加（川部会と連携）    ● 

第２回 ７月５日 本年度の活動方針の話し合い ● ● ● ● 

第３回 ７月７日 三河湾再生プロジェクト「海の観察会」参加  ●   

第４回 ８月 12 日 アクセス改善のための現地調査（矢作川河口部～

東幡豆エリア） 
  ●  

第５回 ９月８日 答志島「奈佐の浜プロジェクト」への参加 ●    

－ 
時期未定 

（出水時） 

ごみ・流木調査票（案）の作成 

（出水時のごみ・流木調査を計画） 
●    

第６回 11 月 5 日 第２回全体会議に向けたとりまとめ① 

・４つの課題の検討経緯と取り組み状況 

・４つの課題に関する意見・提案等の話し合い 

● ● ●  

第７回と 

同日開催 

12 月 11 日 海地域勉強会 

「(仮称)三河湾の各課題の現象とその総合的な

対処とは」 

 ●  ● 

第７回 

 

12 月 11 日 第２回全体会議に向けたとりまとめ② 

・４つの課題に関する意見・提案等の話し合い 
   ● 

 

○ 本年度の海部会ＷＧは、主に個別課題に関連する活動情報、関連情報等を調査し、今後の具体的

な活動の方向性の検討を進めてきた。 

①ごみや流木の問題の現状把握することからはじめる必要があり、出水後に試行的に調査実施できる

よう「調査票」のたたき台を作成した。（出水がなかったため未実施） 

②海の豊かさを海の健康診断で生き物の状態から判定することができないか話し合いを進め、水産試

験場や学識の持つ情報と合わせ継続的に検討していく体制を決めた。 

③海の現地調査を実施した。物理的なアクセス改善だけでなく心理的な改善を含めて、海での活動者

が増えるような仲介支援を行うこと（方法論の検討）を活動方針として定めた。 

④川部会と連携し、干潟・ヨシ原再生事業に協賛した。 

また、勉強会で川の干潟やヨシ原が、海の生き物にも関係がある調査結果から川～海連携の重要性

を共有した。 

第２回全体会議にて報告 
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